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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 

キーワード：e-ビジネス支援、計算論的メカニズムデザイン、エージェント、オークション、

ゲーム理論 

 
１．研究計画の概要 

ネットワークのブロードバンド化により、インター
ネット上の商取引が爆発的に普及している。計
算機ネットワークを用いて効果的に行われるビジ
ネスを e-ビジネスと呼ぶ．広告、マーケティング、
セールスを含めたビジネス活動の主な部分が、
インターネット上で行われている。インターネット
上で e ビジネスの活動の大部分が行われること
で、以下のような課題があることが分かっている。
1.極めてダイナミックかつ極めて広範囲なビジネ
ス支援．2.詐欺や談合の発見と防止．3.計算論
的メカニズムデザインに基づく全く新しいビジネ
スプロセスの開拓．以上の３つの課題に対して、
本研究では、ゲーム理論を用い、各課題に関す
る e-ビジネス支援モデルを理論的に設計試作
する。 

具体的には以下の３つを研究目的とする。 

【研究目的１】Web 上のインタラクティブな

e ビジネス支援システムの実装． 

【研究目的２】ゲーム理論に基づく詐欺談合

防止のための e ビジネスモデルの理論設計。 

【研究目的３】e ビジネスメカニズムとシス

テムの有効性の実証実験。 

 

２．研究の進捗状況 

 概ね良好である。 

研究目的１に関しては、実験システムとして、
ユーザの好みに基づく電子商取引支援シス
テムの実装、ジョブマッチングシステムの実
装、オークションネットワーク解析システム
の実装とその評価を行っており、有効性と欠
点を解析している。 

 研究目的２については、詐欺談合を防ぐた

めの理論ととしてネットワーク解析を用い
た不正発見理論の構築を行っている。 

 研究目的３については、ビジネスメカニズ
ムとして、顧客の多属性で複雑な効用モデル
に基づいた交渉機構モデルを提案し、本モデ
ルに基づくシステムを構築中である。 

 

３．現在までの達成度 

 各研究目的について、概ね達成されており、
当初の目標よりもより広がりのある研究成
果を得ることができている。新しい応用領域
として、ソーシャルレンディングメカニズム、
即時日常情報の共有、大量の商品情報に対す
る自動特徴付け手法の開発などを新たに開
拓しつつある。 
 特に、平成１９年度には、マルチエージェ
ントの交渉機構に関する研究に関して、文部
科学大臣表彰を受け、計算論的メカニズムデ
ザインに基づく協調・交渉機構の実現に関し
て情報処理学会より長尾真記念特別賞を受
賞している。 
 

４．今後の研究の推進方策 
最終年度の平成２１年度は、予備実験結果を
元に、各種システムの実装を行う。また、オ
ークション理論の洗練化として、大規模オー
クションの高速近似解法の構築、ソーシャル
レンディングによる取引理論の構築、および、
エージェント間交渉理論の洗練化を行った。
以上は、いくつかの論文誌や国際会議で発表
している。 
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